
416 汚染の指標としての大気電気要素

は，ほかの形のエネルギーに切り替えられる傾向にある

から，人為的なエーロゾル汚染は今世紀末までには減り

始め，その結果全地球的気候変化は大したものとはなら

ないと結論している．

　CobbとWells（1970）は3年前にも観測船Oceano－

grapherの観測結果と，何十年も前に行われた観測船

Camegieの観測結果とを比べて，南太平洋では大気電

気伝導率は過去半世紀の間にほとんど変化がないが，北

大西洋では少なくも20％それが減少していることを指摘

している．上記結論はそれとは矛盾はしないが，仮定に

頼りすぎており，余りに楽観的に過ぎるように思う．人

為的な大気汚染を減らすためにはよほどの努力が必要で

あろう．
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山路自然科学奨学賞の推薦について
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ときは候補者名も併記のこと）研究題目を記入の上担当

理事北川信一郎（〒338　浦和市下大久保255埼玉大学理

工学部　TE　L　O488－52－2111）に申出下さい．
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　（2）年齢45歳未満で自然科学に関する研究に従事する

　　もの

　（3）推薦件数は2件以内
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（1）本賞一賞牌，副賞一100万円（7件以内）

　（2）理，工，農，医学の分野で学術上の研究業績が優

　　秀で年齢50歳未満のもの

（3）推薦件数　1件
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